
木曽川森林計画区の広葉樹林

中　川

は　　じ∴∴め　　に

良質な広葉規材生産について、広葉韻材の利用者、森林生産者から大きな関心が寄せられている。

ところが、現在の広築鱒林における轍種の分布、生長塾等の実態、更には現実林分を踏まえた良質広

葉韻材生麗施薬については未だ不明な点が多い。

広葉館林についての基礎的な資料を得るために、岐阜県内では飛騨用森林計画区において樹種の分

布、生長畳、林分構造について鰯擢行ったところであるが、今回は木曽I膝林計画区において噺

した。

現況の広葉樹林の実態について、闘種分布と生長状況を主体に調べた。広葉櫛林の施薬技術につい

て基礎的な知識を得るために、Y-N関係を主体にした林分構造を解析した。

解析を行った林分は、昭和57年度に県経営普及課で実施した木曽川森林計画区の広葉樹賦存状況

調査のもので、当該調査の資料により解析した。

なお、広葉綴賦存状況調査の資料の提供について、快く引受けていただいた県経営普及課’(現林業

振興課)森林計画係、資源調査係の方々に深く謝意を表する。

1.調査方法及び調査資料の解析方法

賦存状況調査は、広葉緑林と針広混交林を対象として実施された。調査林分は、110林分で、令

級階別に調査か新教を配分した後、無作為抽出により調査林小斑が決定された。調査区は林小斑のほ

ぼ中央に設定し、表-1に示すように調査林分の胸高直径により方形区の大きさを変えて設定された。

林分の測定は、線種別に行われた。胸高直径は2鋤揺約で4c榊以上の立木について毎木調査された,

闇高は徴種ごとに直径階別に筒音を測定し、繊高曲線からIn括約で求められた。立木材積は、胸高

直径、輔から立木幹材積妄執胃いて求めた幹材積である。林令は、調査区収は付近の立木を伐倒

して推定した。枝下商は、上層木の平均的な枝下南である。

立地環境因子として、土撰型、標高、傾斜、斜面方位、斜面形について調べた。

調査資料の解析は、広葉樹相接が林分村横の75%以上で、樹種別の材積で針葉闇種が最多になら

ない林分を除いたため70林分について解析を行った。針葉樹が混交する場合には針葉闇を含めて解

析を行った。

2.調査地域の概況
表一1　調査区の大きさ

木曽I′鷹林計画区は、図-1に示すとおり岐阜県の東

南部に位置する。区域面積は、12万8報であるが、

計画対象民有林が10万5干haで、このうち広築繚林は

3万2手枕4)である。

プロット内の 冤ｨ�����������

最大胸高薗径 

4へ16肋 ����(/���

18一-34

計画区の標高は、東部の県境で高く小禿山、恵那山の　‾

約2000mから木曽川「下流部の約50mまでである。
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計画対象民有林でも、

約50-1,80077の範

囲である。

地形は、東部で山地、

西部で丘陵地となって

いる。

地質は、南東部に花

開署が広がり約40%

.と最も広く分布し、北

部では流紋岩類が25

%、西部から中央部で

は新世代の固籍岩、末

圃結堆積物が25%と

中生代一古生代の堆積

岩5%が主に分布して

上擦習ま、約90%が

鶴亀蒲林土壌で、B.D

(d)が全体の55%と

半分以上を占めている。

次に多く分布するのは、

未熟士的な赤色系、黄

色系の褐色・緑林土で、

西部、中央部に分布す

る。

気候洗、大部分が内陸的気候で、平地での年平均気温は約13-15。c、年降水量は1,800へ2,4

00偽称である。、最深積雪潔は、標高約l,500mを越える山岳地を除いて1.Om以下である。

3..結　果　と　考　察

3.1　立地環境と樹種の分布

木曽月鷹林計画区の庄諜報林は、大部分施薬が実施iされていない天然林であるが、調査林分の立地環

塊を蓑-2に示した。

土劇ま、調査区全てが補色森林土壌で、B。(d)が50%で最も多く、B。36%、B。13%であっ

た。当謝・圃区の土壌型別の分布塙、おおよそB。(d)55%、B。10%、B。20%となっている。

従って、広葉闘林の分布はB。で少なく、B。で多くなっており、BBではアカマツ林、クロマツ称と

なっているところが多いためと考えられる。

標高は、110-1・150nほでの範勘こ分布しており、40l-800mで50%と最も多く、4

00n以下36%が多い。当該計画区の標高分布2)は、おおよそ400m以下で30%、40lへ800m

45/%、-801へl,200m15%であるので、調査区の分布とは国司じ比率である。、

斜面方位は、東、西向きが的30%と多いが北向きが15%と少ない。当該計画区めでは、おおよそ

葡向き30%、西、北向き25%、東向き20%となっており、調蛮区で東向きが約・10%多く北向

きで約10%少ない。
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表-2　　調査林分の立地環境

土壌型 �$R�BD �$B���BB �+ｸ��,ﾉ�ﾂ�

l �3b�50 ��2�0 

標　高 ����耳��C�����●・-800 ��ｳ�#���1201- ��

31 鉄B�15 ��� 

斜面方位 冉ｲ�東 ��ﾂ�南 兌ﾙ%)&��

15 �#r�33 �#"�3 

斜面形 �ｨﾗ��平衡 ��8福�複合 �+ｸ,ﾉ�ﾂ�

7 鼎B�32 ����7 

傾斜角 ����爾ﾓ����一㌧20 �ｨvC3��b�一㌧40 鼎�耳���

11 俣�R�31 �32�10 

%は、・立地環境ごとの出現率

斜面形は、平衡が44%で最も多く、上昇32%であるが、下降、複合、平坦地が約10%で少な

い。

傾斜角は、21-30〇、31-400が約30%で多いが0-10。、11←20〇、41。以上が10-

15oで少ない。

調査区ごとの最多材積を占める樹種の立地環境別出現率を表-3に示した。

全体でみると、賦存状況調塞)では約36%の蓄積であるコナラは、出現率約53%と約半分を占め

表-3　立地環境別の材積最多椀種出現率
%

米 轍顧 剞C譲 による‾・ 積割合 ��8���ﾂ�土　　　壌　　型 劔Ux��������ﾘ"�剋ﾎ面方位 

BD・BE �(�"���B鼠 ��爾ﾒ�C����401一- 800m 塔�ﾈ�Rﾒ�ﾂﾃ#��ﾒ�N 冕B�W �2�

有 用 広 葉 轍 �5(6�8��35_7 鉄"繧�52 鉄R�44 田��54 �3��64 鉄r�i49 鉄��
アベマキ ������8.3 ����6 ��"�12 唐�0 ���5 湯�13 

ク　リ 唐�"�8.3 ����9 ���8 ����0 湯�11 湯�6 

サクラ穎 釘縒�4.2 ���9 ���0 �2�20 ���0 湯�6 

ミズナラ 釘�"�6.9 ���3 鼎B�0 澱�30 ���5 ��2�6 

その他 ���絣�9.8 ��R�9 ���12 湯�10 ����11 釘�13 

合　計 都ゅ2�90.3 塔��91 �����92 涛��90 涛��89 涛B�94 

非弼広葉闘 �26.7 湯縒�11 湯�0 唐�9 湯�9 ����9 澱�

米　有用広葉轍と非有用広築樹の区別は賦存調査状況寧業による。
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最も多い。コナラに次いでアベマキ、クリが8.3%、ミズナラ6.9%、サクラ類4.2%が多い。ブナ

科の落葉性徴木であるコナラ、アベマキ、クリ、ミズナラで約75%と大半を占める。有用広葉樹、

非有用広葉樹の分け方は、広葉樹賦存状況調査によるものである。その他の有用広葉勘こは、カシ類、

シイ類、カエデ類、カンパ類、ホオノ羊が含まれる。非有用広葉勘こはタカノツメ、ソヨゴ、マンサ

ク、シテ類等が含まれるが、賦存状況網盃の蓄積が約・27%であるのに出現率が9.7%とかなり低く

なっている。

土壌型別にみると、コナラ、アベマキは各土壌型に出現するが、ミズナラではB鬼で多い傾向が認

められる。非有用樹はB。で出現しなかった。

標高別にみる・と、801-lタ200mで広葉樹の分布が少なくなる傾向がみられる。アベマキ.クリ

は800桝以下で出現がみられ、サクラ類、ミズナラは400m以上で出現がみられ、801-1,200m

で出現が多い傾向が認められる。

斜面方位別でみると、サクラ類はN、Eで少なく、アベマキ、ミズナラはNで少ない傾向が認めら

れる。

斜面形、傾斜角については表に掲げなかったが、上昇斜面でコナラが多い傾向があり、緩斜地でア

ベマキ、クリが多い傾向であった。

3.2　生長経過

広葉闘林の生長を、調査林分ことの立木材積、上層木における平均樹高、平均胸高直径と林令とか

らみた。上層木は、上層の林冠を形成する立木で、上層木と下層木・とでは鱒穏構成が違う・こと、上層

木と下層木との間には旗高、胸高壇径等に畳的ギャップが生じることにより野腹の中で区分した。箇

高の低い杯分には、上層、下層木の区分ができない林分があった。

林令と立木材積の関係を図-2に示した。

調査林分の林令は、8-95牢で、立木材積は9-31鋤レ有aであった。杯令と立木材積との関係

には大きなバラツキがみられ、’特に40-60年では3脇以下のものがある。平均的な材積生長

経過は、林令20年60力布a、40年110痢a、60年145〃t/杭、80牢17・5m/嵐であった。

土壌型別にみると、BDはB。(d)、

B。よりも多い傾向であるが、B。

(d)とB8では磐が認められない。

ス羊、ヒノキ人工林の生真壁堅

比較すると、岐阜県における「没　枕

地域の3,000本植栽の地位級5

(最も生産力の低いところ)のヒ

ノ辛の約50%、スギの約40%∴立300

と低い。

林令と上層木の平均範高との関

係を図一3に示した。

靭高の分布は、6.3へ14.4m

で、林令が95牢まであることを

考えると極めて憩い生長である。

平均的な韻語生長経過は、20牢

7.3nl、40年11.4m、60年

13.O m、80牢14.2mであっ

た。ヒノキの塊位級5と比較する

と、40年までは同じ位の伸びで

20　　　　　　　40　　　　　　　60　　　　　　　80

林令

図-2　立木材綾の生長
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あるが、60年以上では広葉徴が

少し悪くなる。スギの地位級5と

比較すると、スギの伸びの約70

%程度である。広葉轍は20年以

降の伸長生長が急激に鈍る傾向が

みられる。

土接型別にみるとB。はB。(d)

よりわずかによい傾向である。

林令と上層木の平均胸高直径と

の関係を図一4に示した。

胸高直径の分布は6.9-28.1

鋤と比較的細い林分ばかりである。

平均的な胸高直径生長経過は20

年9柳、40牢14仰、60年1

8c初、80牢22c柵であった。

3,000本緯誠の地位級5のスギ、

ヒノキと比較すると、スギの70

%であり、40年まではヒノキよ

り広葉樹が少し悪く40年以降で

はヒノ辛と同じ位の生長である。

飛翳月繭耗十両区の広葉闘しし)と

比較すると、立木相接で約85%

樹高で約80-85%、胸高直径

で90%と、木曽川森林計画区の

方が1へ2割低い生長である。

土壌型別にみるとB。はBD(d)

よりわずかによい願向がみられる。

3.3　林分構造

3.3.1樹高と胸高直径枝下高

上闇木における轍高と胸高直径と

の関係を図-5に示した。

線高と胸高直径とは密接な関係

がみられ、平均的には胸高直径1

0ん切で闘高9.8m、形状比98、

胸高薗径15劫で12.2m、.81、

胸高直径20肋で、13.7m、6

9、胸高宙径25mで14.6m、

58であった。形状比は、立木醇

度によって影灘されるため、-立木

縮度との関係を検討したが特に傾

向は認め・られなかった。

0　　　　　　20　　　　　40　　　　　　60　　　　　　80　　　　　100年

林合

図-3　　上層木の轍高生長・

0　　　　　　20　　　　　40　　　　　　60　　　　　80　　　　　100年

琳　令

図一4　　上層木の胸高直径生長
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上層木における樹高・と枝下高との関係を図
-6に示した。

樹高と枝下高との関係は、比較的バラツキ

がみられるが、樹南が高くなれば枝下高が高

くなる傾向は明らかである。平均的には、闘

高8mで枝下市3.8m、轍高10n2で4.3ni、

轍高12mで5.2m、繚高147nで6.Omで

ある。広葉駒を加工利用する場合には、無欠

点裁面を大きくする必要があり、節を少なぐ

するためには広葉樹でも投下高を高くする必

要がある。広葉繊林では不定芽が発生し易い

こと、腐れが入り易いことしき)投資効果等の

面から枝打ちは困難と考えられるため、枝下

高を高くするには籠度効果によるこiとが好ま

しいと考えられている。調査時の上層木軽度

と投下高の関係は、図-6のとおり特に傾向

は認められなかった。図には示さなかったが、

樹種による靭帯と枝下富の関係についても特

に傾向がみられなかった。調査林分は、天然

林であり大部分が自然間引きを起こしている

密度になっているが、枝下高があ

まり高く上がってこないのは、枝

下高に大きく影響する軽度は更新

時から調査時までの密度であるた

めと考えられる。

飛霜月瞭林計画区l)と比べてあ

ても、関南と胸高直径、徴高と枝

下高とはほぼ同じ傾向であった。

3-3・2　立木材積,立木密度と樹

高,胸高直径,胸高断面積　枝

上層木に勘ナる立木材積と上層　下8

木の闇高、胸高彊径、胸高断面積　荷

合計を図-7、8、9に示した。

立木材積と協商とは相関が低く、

相関係数0.5827であった。立木

材横と胸高擾径とは割合相関が高

く、柚関係数0.6841、回帰式

勿Dニ0.4439勾Ⅴ十0.2302

であった。立木材額と胸高断面積

とは相関が高く、相関係数0.92

02、回帰式匂Ⅴ=l.2080　勾

S十0.4744であった。回帰式は

胸高断面積10m7/布aで立木材積

・平

均
関
南

O　　　　　10　　　　　20　　　　　30　仰

平均胸高画径

図-5　上層木の樹高と胸高直径

10

上層木輸薄

図-6　上層木における樹高と投下高

一6-

15　　　　m



勾鱒二0.2191脅Ⅴ-ト0.5972

r　ニ　0.5827

20　　　　　40　　60　80100　　　　200　　　7擁

立木材積　Ⅴ

図-7　上層木に料する立木材積と樹高

脅D=0.4439脅Ⅴ十0.2302

rここ　0.6841

10　　　　　　20　　　　　　40　　　60　80100　　　　　200　　　　　400

立木材横　Ⅴ　　　　　　　　　"ケ争a

図-8　上層木における立木材積と胸高瞳径
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48クか/ha、20?ガ/haで110nナノ脇、3

0nt///haで180nら/イ脇である。

上層木における立木欝度と上層木の轍高、

胸高直径を図-10、11に示した。

立木密度と規商と・は割合相関が高く、相関

係数0.7705、回帰式菊甘ニー0.3057菊n

十1.9637であ.る。樹高8mで立木籍度2,9

00本/布a、10mで1,380本/イ脇、12ni

で760本/玖14mで4言0本,布aであ

る。立木藷度と胸高彊径とは相関が高く、相

関係数0.8618、回帰式辞Dニー0.5305

脅n十2.7294である。回帰式は、胸高直径

10mで立木醇度1,800本イ昭、15肋で8

20本/イね、20鋤で490本メイ脇、25個

で320本メイiaである。

飛別儀林計画区11)と木曽川森林計画区を

比較すると、両計画区とも、栖関係数は、立

木材積と胸高断面積、立木密度と胸高直径

において0.8以上で高く、他の関

係では低かった。回帰式でみると、

木曽月僑林計画区の方が、胸高断

面積に対する立木材横が少ない傾

向であり、韻高に対する立木醇度

が低い傾向であ「た。従って、木

曽川森林計画区の広葉樹林は、飛

騨l用こ比べて、上層木において立

木密度、胸高直径、嗣高のどれか

が同じであっても紘当たりの立木　廃

材横が少なく、疎な林分となる傾　高

向である。

3.4　Y-N曲線

3.4.1　C-D定規の適用

Y-N鞘勘ま、両対数グラフに

薗径の大きいものから積算材積と

積算本数をプロットし
工　_B

Y‾N

十Aで表わされる曲線である。

Y-N曲線を用いて天然林の収量
一密度図が作成され、林分の蜜的

関係の把握と間伐等の軽度管妙

に利用できるとされている。

m

琵20

10

8

6

4

匂Ⅴ=1.2080勾S十0.4744

r　こ　0.9202

4　　　6　　8　10　　　　　　20　　　　　　40

胸高断面積合計　S

図-9　上層木における立木材積と

胸高断面積合計

勾臼ニー0.3057勾n十1.9637

r　ここ　0.7705

カイa

400　　600　8001000　　　　　2000

立木緒度　n

図-10　上層木における立木醇度と樹高

4000

ス擁。

Y-N曲線は、幸二÷十1の式で与えられるC-D定規13)aぁてはめることにより、Y-N曲線

の定数A、Bが求められる。
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C-D定規と積算材横、積算本

数のグラフとの適合度を表一4に

示した。

適合度の度合としては、積算材

横、積算本数のグラフがC-D定

規の片側からはみ出さないように

あてた場合の最も大きな差を縦軸

の材積の比率でみた。全体では、

10%未満が56%と最も多く、

10へ20%が30%、20へ3

0%が11%、40%以上が3%

あった。立木薙欝が少ない林分よ

りも多い林分で適合度が良く、1

50が/イ鳩以上では10%未満が

73%であった。Y-N曲線は積

算材積、積算本数のグラフにC-

D定規が最も合う曲線であるため、

積算相接、積算本数のグラフとY
-N曲線の差は適合度

の%の半分に減り、立

木相続の10%の範囲

に86%の林分があて

はまることになる。

C-D定規と積算材

積、積算本数のグラフ

との曲線の強さについ

て比較したものが表一

5である。

C-D定規は勾配4

5。の宿縁から始まり立

木本数が多くなるに従

い勾配が下がり勾配が

00の庶線になるが、C

-D定規と合わない場

合、曲り具合が緩いか

強いかをみてみた。全

体では、e-D定規が

m qD=-0.5305勾n十2.7294

r　=　0.8618

200　　　　　400　　600　8001000　　　　　2000

立.木欝度　n

図一11上層木における立木騎度と胸高直径

表-4　C-D定規の適合度

4萄宛

立木材積 �4ｸ��ﾘx��7ｉzym胃���,�*�*�.儂Izb��
く10% �*ﾓ#��く30 鼎��R�

〈50　材/イ脇 迭�3 �"�1 

(46) 茶#r��(18) 茶鋳�

く1・00 ��R�9 �"�1 

(56) 茶32��(7) 茶B��

く150 ��2�9 �"�0 

(54) 茶3ｒ�(8) 茶���

150　< 唐�1 �"�0 

(73) 宙��鋳�(18) 茶���

合　　計 鼎��22 唐�2 

(56) 茶3���(11) 茶2��

練達は杯分数、()雷は立木材横階ごとの%

強いものが52%と多く、綬いもの23%、その他(大部分がC-D定規とよく-致するもの)25

%であった。立木材磯が少ないもの種、C-D定規の曲線が強いものが多く、これは、2{m括約で測

定しており、材積が少ないものでは彊径分布も少なく積算材績、積算本数のグラフが暗線的になるた

めと思われる。
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3.4.2　Bポイント

Y-N曲線は、C-D定規のB

ポイントの位置により決定される。

Bポイントは、YB=1/て2A)、

N。=B/Åで表わ・され、ある林分の

仮想的な林分最大相接のl/2　の

位置を示す。

調査林分における立木材積、立

木醇度の位置とBポイントの位置

を図-12に示した。

最多軽度に達している-斉林を

無間伐のまま放置すれば最多密度

曲線に平行するBポイント線に集

まると報告のされている。う騙道の

ミズナラ林におけるBポイント線は、

YEニ15900N曲-0・835であっ

たか、木削I牒林計画区でぽこの

線より右上に林分がかなり分布し

ており、木曽月椿林計画区のBポ

イント線よりも右上に位置すると

表-5、　C-D定規の適合性
%

立木材積・ �4ｸ��������ﾘx���������ｲ�C-D定規の �2ﾔI.斡ｸ,ﾂ�そ　の　他 

カーブが強い �4ｨ�ｸ7X*ｨｬ�*"�

く50?祐 ��H����1 �"�
(73) 宙�ヲ����(18) 

〈100 ��r�4 澱�
(63) 茶�R��(2、2) 

〈150 唐�9 途�
(38) 茶3ｒ�(29) 

150≦ 迭�3 �2�
(46) 窒�#r��ぐ27) 

合　　計 �3��17 ����
(52) 茶#2��(25) 

裸欝は林分数、()聾は立木材積階ごとの%

在 0 0 0 0 0 5 鳴��+るm胃陏��Xｦ��-�7ｈ�#���8�雨X7ﾈ48986r�自」4c偶以上) 　● ▲ 　A ▲ ����ﾂ��ﾂ��X�ﾈ�ﾈ�X�h�Uﾂ��X�R����ﾈ�ﾂ����ﾈ�ﾆ�ﾈ�ﾈ�X�ﾂ� 

A ���8�4����8�������飴ﾘﾅﾂ�　ー●●●- ▲　●●l●◆ ▲当・.ふ:: ●　　● 

▲▲▲　　▲AA ����8���ﾂ��8�����2�

ま　。A∴▲ ��8�������ﾈ�ﾂ�

▲ ▲ 　▲ 　▲ 　▲ ��8�ﾂ������������ﾂ�

▲　　　　　　　　A ��ｸｨｸ���ﾂ��2��ﾂ��ﾂ�

50　　　　100　　　　　　　　　　　　500　　1000　　　　　　　　　　　　5000　　10000

立木酵庇　　　　　　　　　擁a

図一12　　Bポイントと立木材横、立木騎度
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表-6　　Bポイントと林分状況との関係

Y軸 Ⅹ軸 �(7ﾈ48986x,ﾉzym�,I7ｄ繧辻�傳ポイントの立木材横付B)勿偽。 

相関係数　回帰式の定数米華 劔I�ｭhﾅy�B�閲ﾉ���B��回帰式の定数栄米 

(両対数) ��ﾂ�B 僊 �"�

Bポイントの立木騎皮衣/イ脇 辻�ー ��ｲ�-0、2132 �｢�- 

∴∵∵　　　〇一 蔦��3#���一 �｢�0.9700 蔦���ピR�0.9652 

胸高断面積米　nれa 蔦���#唐�一 �｢�0.8849 ���3�c��1.0813 

立木酸米　　本布 �����ﾂ��經3釘�) �｢�0.0674 辻�ー 

輔轢)　楊在。 蔦��#田��ー 辻�0.8054 ���3s���0.8784 

糖関貰　　用件 蔦����ヲ�ー ��ｲ�0.8849 ���3��2�1.1950 

璃欝　　オシ履 ��縱��B�-0.6980 ��S�繝3c2�-0.2732 　　l ��ｲ�ー 

平均胸高厘径 (上層木)　　肋 蔦�緜s����4.2877 蔦�經����0.7246 ��經#�2�1.1222 

平均徴高 (上層木)　　〃1 蔦�緜Cコ�4.9877 蔦"�3�c��0.6398 ����c�2�,1.5563 

華　　胸高薗径4飾以上のもの

蒋米∴脅Y=A十B菊Ⅹの定数A,B

考えられる。木曽川藤林計画区の広葉樹林は大部分が放置されたままであるが、ある直線にBポイン

トが集束せずに散在している理由については不明である。天然広葉樹林の収整一軽度図を作成する場

合には、現況の「林分の混み具合」に応じた密度管理を行う必要がある。

Bポイントの位置と林分状況との間の関係を表一6に示した。

Bポイントの立木密度との相関は、上燭木の立木密度と0.7804と高く、上層木の平均胸高直径、

平均鯛高とも負の相関であるが相関が比較的高かった。Bポイントの立木材積との相関は、立木材横

とが0.970’0と極めて高く、胸高断面積、上層木の胸高断面積とが約0.9で高く、上層木の立木材

横、平均胸高薗径、・平均樹南とも比較的粛かった。立木材積とBポイントの立木材横との相関が極め

て高いのは、Bポイントが仮想的な林分最大材積の1/2であるあに対し、立木材積が胸高喧径4肋

以上の立木相接で仮想的な最大材積に近いためと考えられる。Bポイントの立木材積と上層木の平均

胸高贋径、平均関南とは比較的相関が高いのは、関南、胸高瞳径が立木材横と立木密度に大きな影響

を与えているためと考えられる。上層木の位置とIまポイントの位置とを回帰式から比較すると、上層木

は立木醸度、立木村境とともにBポイントより多い右上に位置する。Y-N曲線を求める場合、積算

材頚と積算本数を両対数グラフにプロットせずこ推定する場合、Bポイントの立木材横(NB)は、

上層木の立木鮮度(n)から菊NBニー0.6980十0.8363勾n式により、Bポイントの立木材積

(Y。)は、立木静穏(Ⅴ)から脅Y。ニー0、1875十0.9652脅Ⅴ式により　おおよそ求められる。

3.4.3　葦限界直径線

各林分のデータからある胸南画径(限界直径)以上の立木について、横舞密度と積算村税をある胸

高薗径(限界薗径)ごとにプロットし、これらの点を結んだ等限界宙径線6)を図-13に示した。

等限界薗経線により、ある胸高臨径以上の立木醇度、立木材横が広築観林にどれだけ存在するか経

に帥細雪
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○　　　　く・ �����*ﾒ�*ﾒ�

く;) `1つ 　く⊃ 督����4倆��������6ﾘ*ﾒ������

● ○くくく ・く杓 く> しく) 　o 1 -〇 日 閉���
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ざ蕎　　…　　霊　　　宗　　雪　　の　　　剛

…謹書‡業器諾器罰詰磐窯業諾岩盤鷲‡
る場合、等限界瞳径線の右上で大きなバラツキがでることを報告している。調査林分では、Bポイン

トが散・任しており林分藤樹要に勧捗る林分であるため、等限界値経線の右上でバラツ手が大きくな

っていると考えられる。調蛮林分では、北海道のミズナラ林に比較して、等限界直径線の勾配はほぼ

同じであるが調査林分の方がわずかに右に寄っており限界厘径に対応する立木材積、立木本数が少な

い。これは、調査林分が-一首林となっていないため、林分が混んでいないためと考えられる。
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3.4.3　等平均直径線

各調査林分で胸高瞳径の大きい方から部分集団を考え、積算鰭度と績算材積をその集団の平均胸高

直径ごとにプロットし、これらの点を結んだ等平均直径線6)を掬一14に示した。

等平均随径は、等限界臨径に比べてバラツキが少ない。等平均庶径線は、直線的であるが右にわず

かな凸な曲線である。等平均臨径は等限界薗径よりも彊径が小さいため、等限界薗経線よりも右下に

等平均薗径線が位経する。北海道の広鰯石碑飛馴森林計画区11)に比較しても舘娘界喧経線と同様

右側に位隠し、両者よりも疎な林分であると判断される。
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4.　　ま　　と　　め

木曽川森林計画区において行った広葉繚賦存状況調査の資料により、調査地域の広葉樹林の嗣種分

布、生長箆、林分構造について解析を行った。

1・調査林分で最多材積を占める櫛踵は、コナラが多く約-50%を占め、アベマキ、クリ8.3%、ミ

ズナラ6.9%、サクラ類4.2%と多かった。

2・広築樹の生長は悪く、60牢生の平均値で、立木材蹟14.5加/巌、上層木樹高13.0〃2、上層

木胸高臨径18肋であった。スギの地位級5に比較すると立木材横40%、樹高、胸高直径70%位

である。

3・上層木における林分構造は、立木材横と胸高断面翻湘関係数0.9202、回帰式勿Ⅴ=1.2080

勿S十0・4744、立木撥度と胸高壇径が相関係数0・8618、回帰式脅D=-0.5805　脅n十2.72

94で密接な関係が認められる。

4・胸高薗径の大きいものから積算材積、積算本数を而対数グラフにプロットし、C-D定規にあて

はめると立木材積の10%の謀碁の範閣内に86%と大部分の林分があてはまった。

5・Bポイントは、ある面線に集束せずに散在しており、不軌II翻椅幅区の「琳分の混み具合」に

塞が多きい。収籠一怒度図を作成するためには、「林分の混み具合」に応じた醇度管理が必要である。

6・等限界厘径線、等平均薗経線からみると、北海道、飛騨月鷹林計画区に比べると宙径の割合に立

木本数が少ない林分である。
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